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令和４年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

学校番号 24 学 校 名 静岡県立伊豆の国特別支援学校 校 長 名 早田公子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者

評価 

意見 

安

全

・

安

心

① 

児童生徒が安全

に安心して生活

できる学習環境

の整備や危機管

理体制を構築す

る。 

 

緊急時や災害時の職

員の役割や動きを理

解し、適切に対応でき

た。 

Ａ 

 

Ａ 

 

・来年度は地域との連携や地域での防災につい

ても検討。充実を期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒が自分で身

を守るための安全教

育を実施した。 

Ａ 

 

Ａ 

 

校舎内や地域の危険

場所の確認や改善を

行うＫＹ（危険予知）

ミーティングを、各学

期初めに全職員縦割

りで年３回実施した。 

Ａ 

 

Ａ 

 

安全点検を実施後の

対応を 100％実施し

た。 

Ａ 

 

Ａ 

 

安

全

・

安

心

② 

児童生徒一人一

人の人権が尊重

され、いきいき

と活躍できる教

育活動を実施す

る。 

学部会でミニ人権講

座を実施した。 Ａ 

 

Ａ 

 

・当事者の声を聞く講演会の成果として、校内 

に当事者に寄り添う姿勢が教員同士で共有さ 

れていると感じる。そのような実践の中で、児 

童生徒が育っていくと思う。 

・「日常の人権感覚を磨くこと」というおさえ

と取組がよい。 

・静岡きょうだい会の代表の話からも実践のよ

うに、周りの大人が、周囲のちょっとした言葉

掛け、視線等、気にかけて接することが大切と

感じた。 

・取組目標の安心安全について。教員の使命と 

して児童生徒の人権をどう守っていくか、イン 

クルージョンに向けて児童生徒の権利を保障 

していく意識をもつことが大切である。特別支 

援学校でインクルージョンへの意識をどのよ 

うに扱っていくか。次の課題になると思う。 

３分間セルフチェッ

クで毎月、人権感覚チ

ェックを実施した。 
Ａ 

 

Ａ 

 

児童生徒一人一人に
合ったコミュニケー
ション方法を学年や
学部で共有した。 

専門家による指 

導助言を年３回、当事

者の講演会を年１回、

実施した。 

Ａ 

 

Ａ 

 

専

門

性

① 

新学習指導要領

に沿った12年間

のつながりのあ

る教育課程を実

施する。 

実践の成果を共有し、

次年度に向けてカリ

キュラム・マネジメン

トシートとシラバス

の見直し改善を 12年

間のつながりの視点

で行い、教員間で共通

理解をした。 

Ａ 

 

Ａ 

 

・専門性の向上の自己評価が高いのがよい。ラ

ーニングマップやシラバスと形にしていると

ころがよい。実践を本にまとめるなど形に残し

ていくことで、積み重ねの実感ややりがいにも

つながっていると思う。 

・教員の専門性について 98％が実感している

ことはとてもよい。よい実践をしているので、

今後、学校としても、教員一人一人としても、
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シラバスの達成に必

要な教材教具を整え

た。 

Ｂ Ｂ 

どう維持していくかが大切である。  

専

門

性

② 

児童生徒の適切

な実態把握と課

題設定により、

確かな学びを積

み上げる国語・

算数（数学）の

授業実践力の向

上を図る。 

ラーニングマップに

よる児童生徒の学習

状況の評価を年間３

回行い、国語・算数・

数学の授業で、児童生

徒が何を学んだのか

を明らかにした。 

Ａ 

 

Ａ 

 

専

門

性

③ 

将来の生活を豊

かにするための

キャリア教育の

あり方を考え

る。 

全職員が、なぎのはプ
ランをキャリアの視
点で見直す事ができ
た。 
教職員向け進路研修
や高等部見学を実施
した。 

Ａ 

 

Ａ 

 

連

携 

①  

 

児童生徒の良さ

と本人・保 

護者の将来の願

う姿を共有する

個別の教育支援

計画、個別の指

導計画（以下、

伊豆の国書式個

別）に基づき、

保護者関係機関

との連携を図

る。 

 

  

児童生徒の良さを学
校と保護者で共有し、
伸ばすことができた。 
伊豆の国書式個別を
保護者や関係機関と
の連携に活用した。 

Ａ 

 

Ａ 

 

・保護者は個別の教育支援計画、指導計画とは

どのようなものか深く学ぶ機会がないため、意

味を十分に知らない保護者もいる。丁寧に説明

する機会があったほうがよい。教員にとっても

改めて学び説明できるようにしたほうがよい。 

・現在は、働く保護者も増えている。保護者に 

寄り添う支援として、保護者自身も毎日の生活 

で大変であるということを、学校側も理解して 

いくことも大切である。 

・校内での 12年間の繋がりと合わせて、高等 

部卒業後の引継ぎも移行支援会議の中で、本人 

の成長として進路先に理解してもらえると、よ 

りよい社会生活への繋がりとなりうれしい。 

・保護者評価はＢ（だいだいそう思う）が多い。

Ａ（大変そう思う）にできていくとよい。 

連

携 

② 

積極的に地域と

関わり、学校や

児童生徒につい

て、地域への理

解啓発を図る。 

地域資源を活用した
学習を実施した。 
 

Ａ 

 

Ａ 

 

・つなぐつながるプロジェクトは、小中高それ

ぞれ等身大の交流ができている。自然に生活の

中に地域があり、地続きで広がっていくとよ

い。そのためにも、カリキュラムマネジメント

を確実に行い、交流等をイベントではなく、学

習の一環として取り組み、教員間で行う意味や

目的を理解するとよい。一年目は点、二年目は

線、三年目は面になりそして立体へ、これから

交流の精選、発展、充実が必要である。 

・コロナ禍の中であるが、児童生徒や教員と一 

生懸命に取り組んでいる。それが保護者にどう 

伝わっているか。いろいろなツールを通して伝 

えていくことが大事である。 

・地域資源の活用について、もっとＰＲしても

よい。画面では伝わりにくいことをどのように

伝えていくかを工夫したい。 

・韮山地区特別支援教育協議会の設置とそのね

らいがよい、期待したい。 

ホームページ（二週間
に1回更新）、学校だよ
り、児童生徒の作品等
で、情報発信をした。 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

連

携

③ 

外部機関や有識

者と連携し、社

会の変化に合わ

せた学校の担う

役割について考

える。 

コミュニティスクー
ル、就業促進協議会等
を開催し、得られた助
言や情報を共有した。 
 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 
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・伊豆総合高校とのものづくりを介した交流

は、特徴がいかされていてよい。 

・ホームページで世間との交流が推進される。

情報の発信はもっと工夫する必要がある。見る

人が見てみたいと思い、わくわくするようなも

のになるとよい。 

チ

｜

ム

学

校

① 

教職員一人一人

がやりがいをも

ち新しい学校づ

くりへ参画す

る。 

提案について、学部
会・分掌部会・主任会
等で話し合うことが
できた。 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

・自己評価が高いということは、やりがいをも

って取り組んでくれているということ。教員の

自己肯定感が高い教育現場はとてもよいこと

である。  

・仕事にとってやりがいはとても大事である。

そのような教員が多くうれしく思う。 

・校歌を自分たちで作る、みんなの声が集まり、

みんなにとって大事なものができた。一丸にな

って作りあげたことはすばらしいことである。 

管理職との面談等で、
自身が学校づくりで
力を発揮したいこと
や、自分の得意分野を
伝えることができた。 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

  

 


